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皆
さ
ん
は
「
人
権
」
っ
て
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持

た
れ
ま
す
か
？

「
人
権
」
と
は
と
て
も
身
近
な
も
の
で
、
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
の
中
に
あ
る
、人
と
の
出
会
い
を
通
じ
て
感
じ
る「
優

し
さ
」
や
「
思
い
や
り
」
と
い
っ
た
「
人
を
大
切
に
す
る
」

気
持
ち
そ
の
も
の
な
の
で
す
。
で
も
身
近
す
ぎ
て
見
え
に

く
い
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
豊
か
な
心
を
育
む
た
め
に
、
私
た
ち
と
一
緒
に
人

権
へ
の
「
き
づ
き
」
の
扉
を
捜
し
ま
し
ょ
う
。

◆時 間 午前１０時～１１時３０分
◆受講料 無 料
◆申込み 当日、会場へおこしください。
◆託 児 要・予約 ２歳以上、各開催日の４日前までに、

中央公民館へ申込んでください（土・日を除く）
■主催・問合せ 中央公民館 �（０７９８）６７－１５６７

山
口
公
民
館
の
近
く
に
は
、

山
口
町
の
中
心
部
を
と
お
る
有

馬
川
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
川
沿
い
は
桜
並
木
の
緑

道
と
な
っ
て
お
り
、
春
に
は
桜

ま
つ
り
が
催
さ
れ
地
域
を
あ
げ

て
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
川
で
は
５
月
下

旬
か
ら
６
月
中
旬
頃
に
か
け
て
、

市
街
地
で
は
大
変
め
ず
ら
し
く
、

身
近
に
ホ
タ
ル
の
乱
舞
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
今
年
こ
そ
は
、
絶
対
ホ
タ

ル
を
見
て
み
た
〜
い
」
と
い
う

方
は
…
山
口
支
所
に
行
く
と
、

地
元
の
方
が
調
査
さ
れ
た
ホ
タ

ル
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
の
で
、

川
の
ポ
イ
ン
ト
別
に
日
毎
の
状

況
を
参
考
に
し
て
、
出
か
け
て

み
て
は
。

さ
て
、
山
口
公
民
館
の
歴
史

を
少
し
遡
っ
て
み
れ
ば
、
今
の

場
所
に
は
山
口
小
学
校
と
公
民

館
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
４５
年
に
西
校

舎
が
火
災
に
遭
い
全
焼
し
た
た

め
、
山
口
小
学
校
は
現
在
の
場

所
へ
移
転
し
、
跡
地
に
昭
和
４８

年
山
口
公
民
館
と
支
所
が
建
設

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
年
に
は
中
国
自
動
車
道

が
開
通
。
そ
れ
以
降
、
平
成
８

年
に
盤
滝
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
、

最
近
で
は
阪
神
高
速
道
路
北
神

戸
線
の
開
通
な
ど
、
交
通
ア
ク

セ
ス
が
良
く
な
り
ま
し
た
。

宅
地
開
発
・
区
画
整
理
な
ど

も
す
す
め
ら
れ
、
人
口
も
増
加

し
、
時
代
と
共
に
変
貌
を
遂
げ

て
き
ま
し
た
。

昨
年
は
、
市
内
で
一
番
古
い

建
物
と
い
わ
れ
、
市
の
重
要
文

化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
公

智
神
社
内
の
神
輿
殿
の
か
や
葺

き
屋
根
を
葺
き
替
え
る
工
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
期
に

あ
わ
せ
て
郷
土
史
を
学
ぶ
講
座

を
実
施
、
現
地
で
説
明
を
受
け

な
が
ら
、
間
近
に
文
化
財
が
見

ら
れ
る
学
習
が
で
き
た
と
大
変

好
評
で
し
た
。

山
口
公
民
館
で
は
講
座
な
ど

を
通
じ
て
、
地
域
と
共
に
楽
し

み
な
が
ら
、
新
し
い
発
見
と
出

会
い
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

山
口
公
民
館
周
辺
略
図

所
在
地

山
口
町
下
山
口
４
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◆会 場 若竹公民館 ◆時 間 午前１０時３０分～正午
◆受講料 ５００円 ◆定 員 ６０人

◆会 場 鳴尾公民館 ◆時 間 午前１０時３０分～正午
◆受講料 ５００円 ◆定 員 ７０人

◆申込方法 往復ハガキに①住所 ②氏名 ③年齢 ④電話番号
⑤「日本文学講座」又は「時事講座」希望 といずれか明記の上、郵送。

◆申込み先 〒６６３‐８２０４ 西宮市高松町４－８ 西宮市立中央公民館
「日本文学講座」又は「時事講座」係

◆申込締切 ６月２日（水）必着 定員超過の場合は抽選とし、結果をハガキで通知します。
■主催・問合せ 中央公民館 �（０７９８）６７－１５６７

第２回（会場は各公民館）
講 師

武庫川女子大学大学院教授
小林 剛

神戸女学院大学講師
川村 暁雄
大阪産業大学教授
石坂 正司

元市立中学校同和教育推進教員
武田 弘
元市立中学校長
山田 哲也

神戸女学院大学講師
川村 暁雄

元市立中学校同和教育推進教員
武田 弘
大阪産業大学教授
石坂 正司

神戸女学院大学講師
川村 暁雄
大阪産業大学教授
石坂 正司
元市立中学校長
中西 美代子
元市立中学校長
山田 哲也

会 場

春 風

鳴尾東

大 社

山 口

浜 脇

塩 瀬

鳴 尾

今 津

甲 東

神 原

上ケ原

瓦 木

曜

木

月

金

火

水

月

木

金

月

火

水

木

月日

６／１０

６／１４

６／１８

６／２２

６／２３

６／２８

７／１

７／２

７／１２

７／１３

７／１４

７／１５

第１回（会場は各公民館）
講 師
じんけん楽習塾
大谷 眞砂子
じんけん楽習塾
笠原 秀己

兵庫県野外レクリエーション
指導者協議会
栗木 剛

じんけん楽習塾
大谷 眞砂子

公民館職員

JPCom事務局長
桑原 英文

公民館職員

じんけん楽習塾
李 福 美

子どもと人権ワークショップ研究会
西川弥生・松田直美
じんけん楽習塾
李 福 美
JPCom事務局長
桑原 英文

子どもの人権ファシリテーター
浜田 進士
JPCom事務局長
桑原 英文

公民館職員

子どもと人権ワークショップ研究会
稲葉清美・伊藤栄子

会 場

春 風

学 文

鳴尾東

大 社

山 口

浜 脇

塩 瀬

鳴 尾

今 津

越木岩

段 上

甲 東

神 原

上ケ原

瓦 木

曜

木

水

月

金

火

水

月

木

金

火

水

月

火

水

木

月日

６／３

６／９

６／７

６／１１

６／１５

６／１６

６／２１

６／２４

６／２５

６／２９

６／３０

７／５

７／６

７／７

７／８

講 師

元産経新聞論説委員
前野 泉

神戸新聞経済部記者
藤井 洋一

ジャーナリスト
泉 和幸

テ ー マ
年金改革について
イラクと北朝鮮のゆくえ
日本経済の今後の動き

～景気の現状～
参議院選後の政局を見る
国際的諸問題

曜

木

曜

日

月 日
６／１０
６／１７

７／８

７／１５
７／２２

回
１
２

３

４
５

講 師

大阪女学院短期大学講師
槌賀 七代

テ ー マ
林真理子『不機嫌な果実』の問題

―全体の説明―
田山花袋『時は過ぎ行く』の問題
山崎豊子『花のれん』から読めるもの
島崎藤村『水彩画家』の提示するもの
村上 龍『最後の家族』の問題

曜

金

曜

日

月 日

６／１１

６／１８
７／９
７／１６
７／３０

回

１

２
３
４
５

日
本
文
学
講
座

（前期）

人
権
問
題
学
習
会

現代人の心の問題を読む

い
よ
い
よ
ホ
タ
ル
舞
う

シ
ー
ズ
ン
到
来

山
口
公
民
館

時の流れを追求する

共
通
事
項（前期）

時

事

講

座

（２） 平成１６年（２００４年）５月２５日 にしのみや公民館ニュース


